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４月に開園した統合保育園（南島西中学校跡）

2015
おめでとう！



－ 2 －

平
成
27
年
３
月
３
日
か

ら
24
日
ま
で
の
22
日
間
の

会
期
で
、
３
月
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
当
初
予
算

案
９
件
、
平
成
26
年
度
補

正
予
算
案
９
件
、
平
成
27

年
度
補
正
予
算
案
１
件
、

条
例
の
制
定
・
改
正
案
21

件
、
指
定
管
理
者
の
指
定

案
６
件
、
工
事
請
負
契
約

の
変
更
案
１
件
、
工
事
請

負
契
約
の
締
結
案
１
件
、

財
産
の
譲
渡
案
３
件
、
そ

の
他
の
議
案
４
件
、
同
意

１
件
、
請
願
１
件
、
発
議

２
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
平
成
27
年
度

各
当
初
予
算
は
、
委
員
長

報
告
を
受
け
、
可
決
と
な

り
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
議
員

12
人
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
戸
別
合
併
処

理
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）全

員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
上

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
一

般
会
計
予
算

賛
成
多
数

反
対
議
員

　
　

岡
田　

和
夫

　
　

手
塚　

征
男

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

全
員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
介

護
保
険
特
別
会
計
予
算

全
員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算

全
員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
戸

別
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

特
別
会
計
予
算

全
員
賛
成

議　
　

案

平
成
27
年

第
１
回
定
例
会

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

全
員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

全
員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
上

水
道
事
業
会
計
予
算

全
員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
病

院
事
業
会
計
予
算全

員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
９

号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
広
告
式
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
議
会
委
員
会
委

員
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
委
員
会
の
委
員

等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
選
挙
管
理
委
員

会
及
び
議
会
等
の
要
求
に

よ
り
出
頭
し
た
者
等
の
実

費
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
教
育
委
員
会
教

育
長
の
職
務
に
専
念
す
る

義
務
の
特
例
に
関
す
る
条

例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時

間
等
に
関
す
る
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
職
員
の
退
職
管

理
に
関
す
る
条
例全

員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例全

員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
保
育
の
必
要
性

の
認
定
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
保
育
所
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
指
定
介
護
予
防

支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
並
び
に
指
定
介
護

予
防
支
援
等
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例全

員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
指
定
地
域
密
着

型
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

並
び
に
指
定
地
域
密
着
型

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成
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平
成
27
年
度

平
成
27
年
度

総
額 

１
６
８
億
９
９
２
万
円

全
体
予
算

合
計
　
歳
入 

91
億
５
，８
８
８
万
１
千
円

　
　
　
歳
出 

91
億
５
，８
８
８
万
１
千
円

一
般
会
計
予
算

国民健康保険
特別会計

2,656,854
（15.8%）

介護保険
特別会計

2,088,030
（12.4%）

戸別合併処理浄化槽事業特別会計
59,460（0.4%）

病院事業会計 937,980（5.6%）
　　収益的支出 860,577
　　資本的支出 77,403

下水道事業特別会計
712,547（4.2%）

簡易水道事業特別会計
251,393（1.5%）

後期高齢者医療特別会計
475,006（2.8%）

一般会計
9,158,881
（54.5%）

特
別
会
計

企
業
会
計

企
業
会
計

歳 入
（入るお金）

歳 出 
（使うお金）

総務費
1,115,433
（12.2%）

民生費
2,071,993
（22.6%）

衛生費
1,218,704
（13.3%）

土木費
960,999

（10.5%）

消防費
1,267,739
（13.8%）

教育費
729,111
（8.0%）

公債費
1,194,584
（13.1%）

議会費
92,457（1.0%）

農林水産費
388,433（4.2%）

町税
1,023,849
（11.2%）

町債
1,202,500
（13.1%）

地方交付税
4,825,000
（52.7%）国庫支出金

629,693（6.9%）

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

県支出金
603,622（6.6%）

繰入金
243,117（2.7%）

地方譲与税 74,001（0.8%）　　
利子割交付金 3,000（0.1%未満）
配当割交付金 3,000（0.1%未満）
株式等譲渡所得割交付金 2,000（0.1%未満）
地方消費税交付金 220,000（2.4%）　　
自動車取得税交付金 15,001（0.2%）　　
地方特例交付金 1,100（0.1%未満）
交通安全対策特別交付金 1,000（0.1%未満）
分担金及び負担金 43,151（0.5%）　　
使用料及び手数料 54,523（0.6%）　　

財産収入 15,621（0.2%）
寄附金 36,500（0.4%）
繰越金 50,000（0.5%）
諸収入 112,203（1.2%）

商工費
109,428（1.2%）

予備費
10,000（0.1%）

上水道事業会計 469,769（2.8%）
　　収益的支出 185,825
　　資本的支出 283,944

同　
　

意

発　
　

議

請　
　

願

◦
南
伊
勢
町
包
括
的
支
援
事

業
の
実
施
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
急
傾
斜
地
崩
壊

　

対
策
事
業
の
分
担
金
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
自
治
功
労
者
褒

　

章
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
長
及
び
副
町
長

の
給
料
及
び
旅
費
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
長
職
務
執
行
者

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
（
６
件
）

全
員
賛
成

◦
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て

全
員
賛
成

◦
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

全
員
賛
成

◦
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て

全
員
賛
成

◦
財
産
の
譲
与
に
つ
い
て

（
３
件
）

全
員
賛
成

◦
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い

て

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

全
員
賛
成

◦
伊
勢
市
と
の
定
住
自
立
圏
形

成
協
定
の
変
更
に
つ
い
て

全
員
賛
成

◦
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

矢や

野の　

次つ
ぐ

男お全
員
賛
成

◦
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に

対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡

充
に
関
す
る
請
願
書

全
員
賛
成

◦
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に

対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

全
員
賛
成

◦
２
０
１
６
年
主
要
国
首
脳

会
議
の
三
重
県
開
催
を
求

め
る
決
議
案

全
員
賛
成
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一
般
質
問

今
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

命
を
大
切
に
す
る　
教
育
長

支援体制は

相談支援を開始　町長

問
介
護
制
度
の
対
象
と

な
る
前
の
高
齢
者
な

ど
へ
の
日
頃
の
支
援
体
制
は
。

答
町
長　

25
年
度
・
26

年
度
と
65
歳
以
上
の

方
全
員
を
対
象
に
町
民
包
括

調
査
を
実
施
し
、
約
60
％
の

方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
い

た
。
回
答
内
容
か
ら
気
に
な

る
点
が
見
受
け
ら
れ
る
方
と
、

無
回
答
の
方
で
、
特
に
一
人

暮
ら
し
の
方
に
つ
い
て
は
、

訪
問
し
、
生
活
の
様
子
を

伺
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に

１
，
２
１
７
人
を
訪
問
し
、

そ
の
う
ち
60
名
の
方
を
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
ぎ
、

専
門
職
に
よ
る
相
談
支
援
を

開
始
し
た
。

いつまでもいきいきと

まちの宝

問
子
ど
も
た
ち
の
「
生

き
る
力
」「
育
つ
力
」

に
つ
い
て
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
に
、
今
、
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
。

答
教
育
長　

教
育
に
お

い
て
、
最
も
重
要
な

こ
と
は「
命
を
大
切
に
す
る
」

問
高
齢
者
向
け
の
生
活

全
般
に
関
わ
る
「
分

か
り
や
す
い
暮
ら
し
の
手
引

書
」や「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」が

必
要
で
は
。

と
い
う
こ
と
。「
自
分
の
命

も
他
の
人
の
命
も
大
切
で
あ

る
。」と
い
う
心
情
を
育
む
こ

と
が
教
育
の
根
幹
に
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

答
町
長　

も
ち
ろ
ん
必

要
で
あ
る
。
手
引
書

な
ど
に
限
ら
ず
高
齢
者
へ
の

お
知
ら
せ
な
ど
は
字
を
大
き

く
、
分
か
り
や
す
い
表
現
に

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

訪
問
や
相
談
時
に
は
資
料
を

提
示
し
て
の
説
明
も
必
要
か

と
思
う
。

掛橋　靖 議員

そ
の
他
の
質
問

◦
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
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一
般
質
問

河村健志 議員

答
町
長　

水
道
施
設
に

つ
い
て
は
、
停
電
に

よ
り
各
水
源
池
の
ポ
ン
プ
が

停
止
す
る
と
、
高
所
設
置
の

配
水
池
へ
の
送
水
が
不
可
能

に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
各
家

庭
へ
の
給
水
が
で
き
な
い
状

況
と
な
る
。
発
動
発
電
機
や

可
搬
式
発
動
発
電
機
を
準
備

し
て
お
く
こ
と
で
電
力
供
給

し
て
断
水
に
対
応
す
る
。

停
電
対
策
は

発
動
発
電
機
に
て
対
処　
町
長

問
耐
震
補
強
、
緊
急
遮

断
弁
が
整
備
さ
れ
て

い
る
配
水
池
・
水
源
池
は
。

答
町
長　

耐
震
補
強
済

み
の
配
水
池
は
５
か

所
、
水
源
池
も
５
か
所
。
ま

た
、
緊
急
遮
断
弁
の
設
置
済

み
の
配
水
池
は
1
か
所
と

な
っ
て
い
る
。

配
水
池
は
浸
水
し
な
い
か

す
べ
て
浸
水
し
な
い　
町
長

高台にある配水池

問
国
・
県
か
ら
津
波
浸

水
想
定
が
発
表
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
ど
ち
ら
に

も
浸
水
し
な
い
場
所
に
あ
る

配
水
池
と
水
源
池
は
何
か
所

か
。答

町
長　

配
水
池
は
19

か
所
あ
り
、
す
べ
て

浸
水
し
な
い
場
所
に
建
設
さ

れ
て
い
る
。
水
源
池
は
15
か

所
で
、
そ
の
う
ち
3
か
所
が

浸
水
想
定
区
域
外
に
あ
る
。

問
風
水
害
時
に
お
け
る

長
時
間
の
停
電
に
対

す
る
上
下
水
道
課
と
し
て
の

対
策
は
。

有事に活躍
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一
般
質
問

答
建
設
課
長　

国
道
２

６
０
号
に
は
、
20
本

の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、
う
ち

3
本
で
照
明
施
設
が
未
整
備

で
あ
る
。
安
全
確
保
の
た
め

に
も
新
設
・
更
新
な
ど
を
県

に
要
望
し
て
い
く
。

照明の整備は

県へ要望していく　建設課長

問
国
道
２
６
０
号
の
ト

ン
ネ
ル
照
明
の
整
備

は
。

問
国
道
沿
い
集
落
の
一

次
避
難
場
所
表
示
看

板
の
設
置
を
。

答
建
設
課
長　

避
難
誘

導
シ
ー
ル
や
看
板
を

作
成
し
、設
置
し
て
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
で
あ

り
、
今
後
も
各
地
区
と
相
談

し
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

命を守るために

そ
の
他
の
質
問

◦
南
島
西
中
学
校
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て

◦
南
島
分
署
跡
地
利
用
に
つ

い
て

◦
愛
洲
の
館
の
重
大
事
故
に

つ
い
て

安全な交通を

手塚征男 議員

看
板
の
設
置
は

考
え
て
い
く　
建
設
課
長
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一
般
質
問

倉田　育 議員

そ
の
他
の
質
問

◦
27
年
度
の
教
育
方
針
に
つ

い
て

役
場
全
体
で
取
り
組
む
総
合

政
策
と
し
て
各
課
が
取
組
を

推
進
す
る
中
、
若
者
定
住
促

進
事
業
の
把
握
・
進
捗
に
つ

い
て
管
理
し
て
い
る
。

定
住
・
移
住
を
勧
め
る「
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
」
や
、
若

者
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て

町
民
と
と
も
に
星
空
観
察
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
取

り
組
む
「
南
伊
勢
え
え
や
ん

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
集
落
支

援
モ
デ
ル
構
築
事
業
」
の
実

団
員
の
装
具
は

全
団
員
に
支
給　
防
災
課
長

問
消
防
団
員
の
装
具
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の

耐
久
性
と
、
活
動
服
・
安
全

靴
の
支
給
状
況
は
。

答
防
災
課
長　

活
動
服・

安
全
靴
は
、
18
年
度

に
全
団
員
に
支
給
。
ま
た
、

新
入
団
員
に
つ
い
て
は
入
団

時
に
支
給
し
て
い
る
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
耐
久
性
は
３
年
以

内
に
交
換
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
法
的
な
設
定
で

な
く
目
安
の
た
め
、
団
員
自

ら
日
頃
の
点
検
を
行
い
安
全

に
使
用
す
る
よ
う
に
指
導
し

て
い
る
。

問
若
者
定
住
対
策
係
創

設
か
ら
１
年
が
経
過

し
た
が
、
26
年
度
の
成
果
と

今
後
の
計
画
は
。

答
町
長　

著
し
い
人
口

減
少
と
地
域
の
活
力

低
下
を
最
大
の
課
題
と
し
て

と
ら
え
、
若
者
定
住
対
策
を

ま
ち
づ
く
り
の
中
心
的
施
策

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

地域の絆を高める

身の安全を

施
、「
南
伊
勢
高
校
Ｓ
Ｂ
Ｐ
」

な
ど
の
取
組
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
新
た
に
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域

お
こ
し
支
援
や
、
地
域
協
力

活
動
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

そ
の
地
域
へ
の
定
住
を
図
っ

て
い
く
取
組
を
行
う
。

若者定住対策は
推 進 中 で あ る　町長
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一
般
質
問

問
過
去
５
年
間
の
公
共

土
木
施
設
災
害
件
数

と
採
択
率
は
。

答
建
設
課
長　

22
年
度

か
ら
26
年
度
ま
で
は
、

申
請
に
対
し
て
全
件
が
採
択

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
24
年

度
は
災
害
が
な
く
、
申
請
０

問
南
島
バ
イ
パ
ス
・
木

谷
バ
イ
パ
ス
の
開
通

時
期
は
。
ま
た
、
船
越
バ
イ

パ
ス
・
藤
坂
峠
の
進
捗
状
況

は
。答

町
長　

南
島
・
木
谷

両
バ
イ
パ
ス
は
平
成

27
年
度
末
の
開
通
を
目
指
し

て
工
事
が
進
行
中
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
南
島
バ
イ

パ
ス
に
つ
い
て
は
現
場
条
件

や
工
事
量
の
多
さ
か
ら
、
年

度
内
の
完
成
が
心
配
さ
れ
て

い
る
。
船
越
バ
イ
パ
ス
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
測
量
と
地

質
調
査
・
詳
細
設
計
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
27
年
度
中
に

地
区
へ
の
事
業
概
要
の
説
明
、

用
地
測
量
、
建
物
調
査
を
実

施
し
、
28
年
度
か
ら
用
地
等

の
補
償
へ
進
む
予
定
。
藤
坂

峠
は
現
在
、
事
業
化
の
目
途

は
た
っ
て
い
な
い
が
、
災
害

時
の
重
要
な
路
線
と
考
え
、

県
に
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

待ち望んだ錦峠開通

迅速な復旧を

松葉和 久 議員

工 期 は

心配面もある　町長

災
害
査
定
は

全
て
採
択　
建
設
課
長

件
と
な
っ
た
。申
請
件
数
は
、

22
年
度
14
件
、23
年
度
14
件
、

25
年
度
６
件
、
26
年
度
10
件

で
、
金
額
の
採
択
率
は
、
22

年
度
８
３
．
２
％
、
23
年
度

９
３
．
４
％
、25
年
度
９
８
．

５
％
、
26
年
度
１
０
０
％
と

な
っ
て
い
る
。
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一
般
質
問

答
教
育
長　

学
校
教
育

に
お
い
て
は
、
各
教

科
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
、

特
別
活
動
な
ど
に
お
け
る
学

習
活
動
を
相
互
に
関
連
づ
け

て
い
る
。
学
校
の
教
育
活
動

全
体
を
通
じ
、地
域
の
自
然
・

文
化
・
歴
史
・
産
業
・
人
材

な
ど
、
身
近
な
教
育
資
源
を

積
極
的
に
活
用
し
た
郷
土
教

育
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、地
域
に
お
い
て
は
、

『
み
な
み
い
せ
図
書
館
』・『
な

ん
と
う
ふ
れ
あ
い
図
書
館
』

を
充
実
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち

が
活
用
し
や
す
く
す
る
ほ
か
、

「
人
蔵
」の
活
用
、
地
域
の
人

材
を
教
育
に
活
か
し
て
い
く

取
組
を
進
め
て
い
く
。

答
町
長　

こ
の
た
び
の

地
方
創
生
総
合
戦
略

は
、「
国
土
強
靭
化
計
画
」、

「
絆
プ
ラ
ン
」と
方
向
性
を
同

一
と
し
、
将
来
に
向
か
っ
て

安
全
で
安
心
し
て
希
望
を

地
方
創
生
に
つ
い
て

　

 
総
合
戦
略
に
基
づ
く
施
策
を　
町
長

問
今
度
の
地
方
創
生
は

大
き
な
危
機
感
を

持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
、
地
域
は
そ
の
特
色
を
生

か
し
た
独
創
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

問
急
激
な
人
口
減
少
が

進
む
中
で
の
、
地
域

創
生
・
地
域
づ
く
り
に
お
い

て
は
、
教
育
の
果
す
役
割
が

大
き
い
と
考
え
る
。

未
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
何
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。

学校・家庭・地域の連携

働く場所の充実を

岡本　眞 議員

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

連
携
し
た
教
育
を
進
め
る　
教
育
長

も
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま

ち
づ
く
り
、
地
域
を
大
切
に

し
、
町
内
外
に
自
信
を
持
っ

て
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
の
戦
略
と
し

て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

アワビやマグロを

今 後 検 討 し た い　町長

問
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

は
、
特
色
あ
る
返
礼

品
な
ど
に
よ
り
、
頑
張
れ
ば

集
ま
る
制
度
と
感
じ
た
が
、

当
町
の
特
典
品
、
事
業
に
対

す
る
寄
付
な
ど
の
現
在
の
状

況
は
。

問
介
護
サ
ー
ビ
ス
料
金

の
改
定
率
は
全
体
で

２
．
２
７
％
減
と
閣
議
決
定

さ
れ
、
介
護
職
員
の
人
数
や

サ
ー
ビ
ス
の
軽
減
が
心
配
さ

れ
る
が
。

山本芳隆 議員

答
町
長　

現
在
は
17
業

者
か
ら
47
品
目
の
出

品
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
、
年
間
を
通
し
て
提
供

で
き
る
特
典
品
も
多
く
作
っ

て
い
き
た
い
。

観
光
と
し
て
来
て
い
た
だ

け
る
商
品
、
ま
た
「
南
伊
勢

町
」
を
応
援
し
た
く
な
る
よ

う
な
、
当
町
な
ら
で
は
の
特

典
品
を
作
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

心
配
の
声
が
…

経
営
状
況
を
注
視
し
て
い
く　
町
長

答
町
長　

介
護
人
材
の

安
定
的
な
確
保
を
図

り
、
更
な
る
資
質
向
上
へ
取

り
組
む
な
ど
、
介
護
保
険
制

度
の
持
続
性
を
高
め
る
た
め

の
も
の
と
聞
い
て
い
る
。

事
業
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
は
、
厳
し
い
事
業
運
営
に

な
る
か
と
思
う
が
、
地
域
包

括
ケ
ア
の
実
現
に
向
け
て
ご

尽
力
を
賜
る
よ
う
お
願
い
し

て
い
く
。

魅力的な特産品を

経営改善の勉強会にも積極的に参加
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一
般
質
問

問
国
道
２
６
０
号
線
の

景
観
を
損
な
う
海
側

の
立
木
を
伐
採
し
た
ら
海
の

景
色
が
見
え
、
道
路
自
体
が

観
光
地
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
当
町
の
木
は「
桜
」で
あ

り
、
周
り
の
木
々
を
切
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
町
長　

桜
の
管
理
を

目
的
と
し
た
も
の
で

は
な
い
が
、
町
内
の
皆
さ
ま

で
組
織
す
る
「
南
伊
勢
町
の

路
さ
く
ら
活
動
隊
」
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
、
２

６
０
号
線
沿
い
の
桜
の
剪
定

や
雑
木
の
枝
払
い
な
ど
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
は
、
県
が
立
木
の
枝

払
い
を
行
う
際
に
は
桜
周
り

の
枝
払
い
に
も
配
慮
し
て
も

ら
う
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

澤村圭也 議員

答
町
長　

当
町
で
は
南

島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
「
舗
装
さ
れ

た
離
着
陸
場
」
は
将
来
3
か

所
と
す
る
予
定
だ
が
、
で
き

る
だ
け
早
く
医
師
の
治
療
を

開
始
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
救
急
要
請
が
あ
っ
た

場
所
か
ら
近
い
場
外
離
着
陸

場
で
救
急
車
と
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
が
合
流
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
２
月
25
日
に

移
転
し
た
紀
勢
地
区
広
域
消

防
組
合
南
島
分
署
に
作
っ
て

い
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
許
可
が

下
り
れ
ば
14
か
所
に
な
る
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
数
は

13
か
所
が
登
録　
町
長

問
高
齢
化
率
の
高
い
当

町
に
お
い
て
は
、
救

急
車
の
利
用
も
多
い
が
、
最

近
で
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要

請
が
増
え
て
い
る
。
町
内
各

地
に
専
用
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を

作
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
。

景
観
に
配
慮
を県

へ
要
望　
町
長

一秒でも早く

人気のドライブコースに
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一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問

◦
地
方
創
生
地
方
版
総
合
戦

略
と
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
に
つ
い
て

◦
第
６
期
介
護
保
険
基
準
額

の
決
定
過
程
に
つ
い
て

問
27
年
度
か
ら
障
が
い

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
方
に
つ
い
て
、

サ
ー
ビ
ス
支
給
決
定
時
に
は
、

必
ず
利
用
計
画
が
必
要
と
な

る
。利

用
計
画
作
成
に
関
す
る

体
制
と
運
営
は
。

利 用 計 画 は

年間計画を作成　福祉課長
山本周也 議員

答
福
祉
課
長　

福
祉
課・

障
が
い
福
祉
担
当
と

相
談
支
援
専
門
員
、
社
協
、

度
会
広
域
連
合
な
ど
が
連
携

し
て
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
全
員

に
つ
い
て
年
間
計
画
を
立
て

て
い
る
。

ま
た
、
利
用
者
ひ
と
り
ひ

と
り
の
状
況
が
異
な
る
た
め
、

毎
月
部
会
を
開
催
し
て
進
捗

状
況
を
確
認
し
あ
い
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

町
立
病
院
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
は

３
月
末
に
は　
町
長

問
南
伊
勢
町
絆
プ
ラ
ン

後
期
計
画（
素
案
）に

町
立
病
院
の
経
営
健
全
化
と

あ
る
が
、経
営
健
全
化
ビ
ジ
ョ

ン
は
い
つ
発
表
す
る
の
か
。

ま
た
、
医
師
の
増
員
は
努

力
目
標
な
の
か
、
達
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
の

か
。

答
町
長　

具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
活
動
し
て

い
く
か
な
ど
に
つ
い
て
、
町

立
病
院
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

３
月
末
に
は
完
成
予
定
な
の

で
早
急
に
公
表
し
て
い
く
。

医
師
の
増
員
は
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
を
勘
案
し
な
が
ら
、

達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

目
標
と
と
ら
え
て
い
る
。

就労支援にも力を

頼れる病院を
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一
般
質
問

答
管
財
営
繕
課
長　
　

参
考
と
し
て
、
27
年

度
の
三
重
県
全
体
の
予
算
額

は
２
億
４
千
万
円
で
、
事
業

実
施
し
て
い
る
24
市
町
に
内

容
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
る
。

当
町
と
し
て
は
県
の
事
業

補
助
金
を
利
用
し
、
事
業
区

域
の
設
定
や
状
況
の
把
握
を

し
た
う
え
で
、
地
籍
調
査
着

そ
の
他
の
質
問

手
前
に
は
所
有
者
や
法
務
局

な
ど
関
係
機
関
と
調
整
す
る

な
ど
し
、
地
籍
調
査
を
円
滑

に
実
施
し
て
い
く
。

◦
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

◦
教
育
理
念
に
つ
い
て

今
後
の
計
画
は

円
滑
に
実
施　
管
財
営
繕
課
長

答
町
長　

伊
勢
志
摩
地

域
で
の
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
当
町
に
と
っ
て

も
戦
略
的
視
野
に
た
っ
た
観

光
を
は
じ
め
と
す
る
諸
施
策

の
展
開
は
、
重
要
な
視
点
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
開
催
が

決
定
さ
れ
た
暁
に
は
、
関
係

市
町
と
連
携
し
観
光
商
工
Ｐ

Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
今
年
は
町
制
10
周
年

で
あ
り
、
伊
勢
志
摩

国
立
公
園
制
定
70
周
年
に
も

あ
た
る
。

県
知
事
も
主
要
国
首
脳
会

議
を
伊
勢
志
摩
地
域
に
誘
致

す
る
方
針
を
表
明
し
た
な
か
、

こ
の
機
会
を
と
ら
え
て
戦
略

的
に
誘
客
活
動
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
、
行
政
の
具
体

的
計
画
は
。

問
27
年
度
予
算
を
見
る

と
「
地
籍
調
査
」
に

か
か
る
予
算
の
ほ
と
ん
ど
が

国
・
県
の
支
出
金
で
あ
り
、

当
町
の
持
ち
出
し
分
も
、
交

付
税
措
置
が
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

今
後
の
調
査
は
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
て
進
め
ら
れ
る
と
思

う
が
、
次
年
度
か
ら
の
予
算

規
模
と
今
後
の
計
画
は
。

田中喜一郎 議員

誘
客
活
動
は

関
係
市
町
と
連
携　
町
長

将来の不安を軽減する第一歩

郷土愛を育て「地域愛」UP!
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一
般
質
問

問
閉
校
と
な
っ
た
学
校

な
ど
の
施
設
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、
各
校
区
に

て
検
討
委
員
会
に
よ
る
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
6
か

月
が
経
過
す
る
が
、
現
在
の

進
捗
状
況
は
。

答
教
育
委
員
会
事
務
局
長

旧
宿
田
曽
小
学
校
は
、

地
元
や
団
体
な
ど
と
の
協
議

は
済
ん
で
い
る
。

旧
穂
原
小
学
校
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
福
祉
団
体
、

地
元
の
食
品
加
工
団
体
の
３

団
体
と
協
議
中
。
旧
南
海
小

学
校
は
、
複
合
的
な
高
齢
者

問
新
た
な
農
業
政
策
で

あ
る
「
中
間
管
理
機

構
」、「
経
営
所
得
安
定
対

策
」、「
水
田
フ
ル
活
用
と
米

政
策
の
見
直
し
」、「
日
本
型

直
接
支
払
い
制
度
」
の
事
業

内
容
と
当
町
で
の
実
績
及
び

成
果
は
。
ま
た
、
新
年
度
の

計
画
は
。

どうなる農業政策

有効な制度の活用を　町長
東　伊久雄議員

答
町
長　

中
間
管
理
事

業
は
、
農
地
中
間
管

理
機
構
が
農
家
か
ら
農
地
を

借
り
受
け
、
経
営
の
効
率
化

や
規
模
拡
大
を
進
め
る
制
度
。

経
営
所
得
安
定
対
策
事
業
は
、

販
売
価
格
が
生
産
費
を
下

回
っ
て
い
る
作
物
に
対
し
、

そ
の
差
額
を
交
付
す
る
事
業

で
あ
り
、
当
町
で
は
当
年
度
、

１
８
２
名
の
農
家
に
対
し
交

付
金
を
支
払
っ
て
い
る
。
水

地
元
と
の
協
議
は

進
め
て
い
る　
教
育
委
員
会
事
務
局
長

田
フ
ル
活
用
と
米
政
策
は
、

水
田
で
麦
・
大
豆
な
ど
の
作

物
を
生
産
す
る
農
業
者
に
対

し
て
交
付
金
を
交
付
す
る
制

度
。
日
本
型
直
接
支
払
い
制

度
は
、
地
域
や
営
農
組
織
が

農
地
法
面
の
草
刈
や
水
路
の

泥
上
げ
な
ど
の
保
全
活
動
や

農
地
・
水
路
・
農
道
な
ど
の

補
修
な
ど
活
動
組
織
に
対
し

て
交
付
金
を
支
払
う
制
度
と

な
っ
て
い
る
。

用
福
祉
施
設
な
ど
の
誘
致
を

検
討
中
。
旧
南
島
西
中
学
校

で
は
、
二
次
避
難
施
設
と
し

て
の
防
災
用
品
の
備
蓄
場
所

と
し
て
、
各
区
長
と
協
議
中

で
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
特

定
非
営
利
活
動
法
人
に
つ
い

て
も
、
協
議
を
進
め
て
い
る
。

美しい米づくり

閉校になった穂原小学校
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一
般
質
問

岡田和夫 議員

問
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
に
あ
た
り
、
老

建
施
設
及
び
地
域
包
括
ケ
ア

に
つ
い
て
、
介
護
保
険
計
画

策
定
委
員
会
で
は
ど
う
議
論

さ
れ
た
の
か
。

答
町
長　

当
町
な
り
の

実
情
を
踏
ま
え
た
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
進

め
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
策
定
委
員
会
で
も
合
意

さ
れ
計
画
に
も
明
記
さ
れ
る

予
定
。
ま
た
、
地
域
包
括
ケ

ア
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、

委
員
会
で
老
建
施
設
に
つ
い

て
も
議
論
し
て
い
た
だ
い
た

が
、
結
果
、
施
設
整
備
は
特

養
の
30
床
増
床
以
外
必
要
な

い
と
い
う
意
見
で
ま
と
ま
っ

た
。

老 健 施 設 は

要 ら な い　町長

問
「
町
立
南
伊
勢
病
院

経
営
計
画
提
案
書
」

に
つ
い
て
得
る
も
の
が
あ
っ

た
の
か
。
ま
た
病
院
を
高
台

に
移
転
さ
せ
た
場
合
の
通
院

に
関
す
る
記
載
は
な
い
が
。

答
町
長　

こ
の
計
画
を

策
定
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
病
院
側
と
も
綿
密
に

議
論
を
し
な
が
ら
完
成
さ
せ

た
。
ま
た
、
経
営
分
析
に
よ

問
災
害
時
、
電
力
の
確

保
が
重
要
だ
が
、
浸

水
が
予
測
さ
れ
る
中
部
電
力

の
五
ヶ
所
変
電
所
の
移
設
要

請
は
。

通
院
問
題
は

利
便
性
に
配
慮　
町
長

移
設
は早

期
は
困
難　
副
町
長

る
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
多
く
の
情
報
の
提
供
を

受
け
る
と
と
も
に
、
外
部
専

門
家
か
ら
見
た
様
々
な
指
摘

も
い
た
だ
い
て
い
る
。
通
院

問
題
に
関
し
て
は
、「
送
迎

バ
ス
な
ど
の
病
院
ま
で
の
ア

ク
セ
ス
の
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
利
便
性
の
向
上
に
十

分
配
慮
し
ま
す
。」
と
の
一

文
を
入
れ
て
い
る
。

答
副
町
長　

24
年
度
に

被
災
後
電
力
供
給
の

早
期
復
旧
が
で
き
る
よ
う

五
ヶ
所
変
電
所
及
び
南
島
変

電
所
に
つ
い
て
高
台
に
移
転

要
望
を
行
っ
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
当
町
内
の

変
電
施
設
に
つ
い
て
は
、
早

期
移
設
は
難
し
い
と
の
こ
と
。 でんきのあした

えがおで手遊び体操
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町政を問う�町政を問う�
２
月
６
日
南
勢
庁
舎
議
場

に
お
い
て
、
南
勢
・
南
島
中

学
校
の
１
年
生
計
91
人
が
参

加
し
て
、町
に
質
問
す
る「
南

伊
勢
町
中
学
生
議
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
学
生
議
会
は
南
伊

勢
町
の
将
来
を
担
う
生
徒
た

ち
に
議
会
の
仕
組
み
を
理
解

し
、
町
の
現
状
や
未
来
を

考
え
て
も
ら
お
う
と
、
町
教

委
と
町
議
会
が
初
開
催
し
ま

し
た
。

代
表
の
生
徒
た
ち
は
、
町

議
会
議
員
等
が
傍
聴
す
る
中
、

町
執
行
部
に
対
し
、
防
災
対

策
な
ど
に
つ
い
て
、
鋭
い
質

問
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。
そ
の

一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
路
線
バ
ス
以
外
に
交

通
手
段
が
な
い
子
ど

も
や
高
齢
者
に
と
っ
て
、
利

用
し
た
い
と
思
っ
た
時
に
運

行
し
て
い
な
い
と
不
便
な
の

で
、
昼
・
夕
方
の
路
線
バ
ス

の
数
を
増
や
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
か
。

問
道
路
に
た
く
さ
ん
の

車
が
駐
車
さ
れ
て
い

る
の
で
、
新
し
く
駐
車
場
を

作
る
、
あ
る
い
は
警
察
の
取

り
締
ま
り
を
強
化
し
て
も
ら

え
ま
せ
ん
か
。

答
環
境
生
活
課
長　

町

営
バ
ス
な
ど
の
路
線

バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ
は
、
一

日
を
通
し
て
の
時
間
帯
に
よ

る
利
用
人
数
や
利
便
性
を
勘

案
し
決
定
し
て
い
ま
す
。
す

べ
て
の
利
用
者
に
対
応
し
た

運
行
ダ
イ
ヤ
に
す
れ
ば
利
便

性
は
向
上
し
ま
す
が
、
一
運

行
あ
た
り
の
利
用
者
の
減
少

や
、
運
行
費
用
が
多
く
掛
か

る
な
ど
の
課
題
も
あ
り
難
し

い
状
況
で
す
。

今
後
と
も
生
徒
の
皆
さ
ん
や
、

高
齢
者
な
ど
交
通
手
段
を
持

た
な
い
利
用
者
の
利
便
性
に

配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
編
成
を
す

る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

答
環
境
生
活
課
長　

警

察
に
よ
る
取
り
締
ま

り
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
解

消
を
す
る
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
駐
車
場
を
作

り
た
く
て
も
、
適
正
な
場
所

に
広
い
用
地
が
な
く
、
整
備

を
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況

で
す
。

今
後
の
解
消
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
警
察
に
よ
る
取
り

締
ま
り
の
強
化
だ
け
で
は
な

く
、
役
場
・
区
・
交
通
安
全

協
会
を
は
じ
め
、
地
域
住
民

が
一
体
と
な
っ
た
啓
発
活
動

や
指
導
を
行
う
な
ど
、
解
消

に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

答
防
災
課
長　

高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
の

要
支
援
者
の
避
難
対
策
は
、

高
台
へ
避
難
で
き
る
方
は
高

台
へ
、
難
し
い
方
は
地
区
で

ル
ー
ル
作
り
を
行
い
自
動
車

で
の
避
難
を
検
討
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

問
高
齢
者
や
け
が
人
、

障
が
い
者
な
ど
避
難

が
困
難
な
人
の
こ
と
を
考
え

て
、
避
難
経
路
の
整
備
を
し

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

路
線
バ
ス
の
数
を

増
や
し
て

事
故
防
止
の
た
め
に

避
難
経
路
の
整
備
を
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中学生議員中学生議員
答
建
設
課
長 

街
灯
は
、 

設
置
場
所
や
目
的
な

ど
に
よ
っ
て
設
置
す
る
主
体

が
違
っ
て
き
ま
す
。

国
道
２
６
０
号
は
三
重
県

の
管
理
と
な
っ
て
お
り
、
道

路
照
明
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
に
要
望
や
、
相
談
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
関
し
ま
し
て

は
、
皆
さ
ん
十
分
注
意
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
く

ら
注
意
し
て
い
て
も
車
を
運

転
す
る
側
の
問
題
も
あ
り
ま

す
の
で
、
反
射
材
を
身
に
着

け
る
な
ど
、
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
気
を
つ
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
福
祉
課
長　

町
内
で

も
３
校
の
小
学
校
全

て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
図

書
館
活
動
な
ど
を
通
じ
て
高

齢
者
と
一
緒
に
昔
あ
そ
び
を

答
教
育
長　

現
在
、
実

現
し
て
い
る
こ
と
は
、

体
育
館
を
社
会
体
育
施
設
と

問
冬
場
は
暗
く
な
る
の

も
早
く
、
暗
く
な
る

と
下
校
時
に
限
ら
ず
、 

交
通

事
故
に
も
遭
い
や
す
い
と
思

う
の
で
、
街
灯
を
増
や
し
て

ほ
し
い
で
す
。

問
廃
校
に
な
っ
た
小
学

校
を
開
放
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
使
え
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

問
お
年
寄
り
の
方
と
ふ

れ
あ
う
機
会
が
あ
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

街
灯
を増や

し
て
ほ
し
い

廃
校
を

使
え
る
よ
う
に
し
て

お
年
寄
り
とふれ

あ
い
を

し
て
、
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

他
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
、
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

役
場
の
ほ
う
で
検
討
チ
ー
ム

を
作
っ
て
検
討
・
調
整
を
し

て
い
ま
す
。な
る
べ
く
早
く
、 

答
え
を
出
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

し
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
す

る
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

た
だ
、
地
域
に
お
い
て
も

交
流
の
機
会
を
作
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、今
後
は
地
域
の
実
情
や
、

学
校
の
状
況
な
ど
も
よ
く
聞

い
て
、
互
い
に
無
理
な
く
継

続
的
な
交
流
が
図
ら
れ
る
よ

う
考
え
て
い
き
ま
す
。
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■新しい道に感謝です・・・
町外の施設に入所している母親の
見舞いに行くのに、とても便利にな
りました。今までは紀勢南島トンネ
ルまでの、細くて長い坂道が嫌で、
母親のところへ行くのがなんとなく
気が進まないこともありました。冷
凍車や大きなワンボックスカーと対
向するのが本当に怖かったです。そ
の施設で働いている南島の人も、本
当に楽になったって喜んでいます。
今では買い物も伊勢まで行かずに、
近くの長島ですませることができる
ので気楽です。

（60代女性）

■出来ることから・・・
若い人達がこの町に住もうと思う
には、この町に住んだら得をすると
考えるならこの町を選ぶでしょう
ね。自然や環境は言うことないのだ
から。例えば保育料が他地域より安
いとか義務教育での学校教育の質が
高いとか、子供が学校などへ行って
いる間のパート職の求人が探しやす
いとか。交通の便がもっとよくなれ
ばとか。行政、議員の方々、出来る
ことから実行してみて下さい。

（60代女性）

■最近この町も何かがおかしい
ひと昔前は五ケ所小学校だけで700
人、中学校で400人はいた。今より所得
は低く、子供の時はお菓子など正月に食
べるだけ、普段は自給自足でサクランボ・
グミ・やまもも・さつまいもを溶かした
物を食べていた記憶がある。今の社会の
方がずっと子育てもしやすい、家庭には
テレビに冷暖房器具、何でもある。なの
に、なぜ人口が減り子供たちが激減して
いるのか、教育・医療・福祉、すべて根
本から考え直し次の世代へしっかりとバ
トンを渡してほしい！

(60代男性)

あなたも
つぶやきませんか？

どんなことでも大丈夫です
（^^）/
みんなでつぶやきましょう。
思ったこと、感じてることを
200字程度でつぶやいて下さい。
※ハガキか で送って下さいね。

〒516-0194
南伊勢町五ヶ所浦3057

議会事務局　宛
　0599－66－2164

つぶやきつぶやき



－ 19 －

■町民の希望
なぜ、今。ふたたび原発を稼働しよう
としているのか私は理解できない。
福島の事故でどれだけの人々が苦しん
でいるのかわからないのか不思議。人
が生きていくうえで、何がほんとうに
必要なのか、町長や議会のみなさん真
剣に考えてほしい。今のこの町を作っ
たのも過去のみなさん、これからの町
を作るのもみなさんです。私たち町民
は行政で決められた事にただついてい
くだけ。だから責任を感じ住みよい町
をつくっていってほしい。

（70代男性）

■お彼岸で里帰り (^^)!
４年振りに子どもを連れて地元
に帰ってきました。出産や育児、
父親の長期入院なんかで、実家に
帰れなかったので家の周りも空き
家ができていて、顔見知りのおば
あさんなんかも施設に行ったり、
おじいさんも亡くなっていまし
た。まだ両親がいるけど、10年
後を考えると心配です。
高速道路も近くて新しい道も開
通して、西中の跡地に保育園もつ
くっていて、学生の頃と比べると
良くなっていることが嬉しいです。

（30代女性）

■輝くまちに
南伊勢町も過疎化の町へ急降下状態
です。これも世の流れか。だからと
いって町民は町議会の方へ責任を丸投
げにして、高見の見物状態では町の活
性化はとても無理。町民の努力で元気
になった町もたくさんあります。海あ
り、山ありの豊かな地形に恵まれた町
です。町民一人ひとりが自分たちの町
を良くする知恵を出し合い、町長・議
員の皆さんと力を合わせて過疎化を食
い止め、明るく住み良いまちづくりを
しませんか。

（60代女性）

みんなのみんなの
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満
開
の
桜
の
下
で
始

ま
っ
た
新
年
度
も
一
か
月
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場
も
、

副
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長
を
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め
、
新
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な
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バ
ー
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加
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ト
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
当
町
が
誕
生
し

て
か
ら
10
周
年
で
す
。
こ

の
機
会
に
過
去
を
振
り
返

り
、
先
輩
方
の
こ
れ
ま
で

の
努
力
に
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が
ら
、
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か
ら
も

私
た
ち
議
会
は
、
よ
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良

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
続

け
ま
す
。

６月定例会が開催されます。
開催は６月16日～６月19日の予定です。
ぜひ傍聴してください。

（当日、総務課で受付をしてください）

町内のがんばっている人を紹介します！

F.C 南島
設　立　　平成26年５月
団員数　　22名
私たちF.C南島は、昨年発足したばかりので

きたてホヤホヤのチームです。保育園年長から
中学生までの幅広い年齢層で、毎週金曜日19時
～ 21時までの間、南島中学校のグラウンドで練
習に励んでいます。
「サッカーが好き」「もっとサッカーがやりた
い」「もっと上手になりたい」という子どもたち

の声をきっかけに、いろいろ試行錯誤しながら現在に至っています。
初めの頃は、夜に友だちとサッカーができるという嬉しさと興奮から、コーチの話を聞くこと
さえできなかった状態でした。しかし、今ではドリブル・パス・シュートなどの基礎練習ができ
るようになり、他のチームとの試合ができることを新たな目標として頑張っています。子どもた
ちには、「サッカーが好き」という気持ちを大切に、楽しみながら練習を重ね、努力すること、自
信を持つこと、そして、チームワークの重要性を学んでもらって、スポーツマンとして、人とし
ての礼儀を身につけて欲しいと願っています。
この５月で創立１周年を迎えます。未熟なチームですが、これからこの南伊勢町で、自分たち
のカラーを創り上げて一歩一歩前に進んでいきたいと思っていますので、応援宜しくお願いします。
サッカー大好きなお友だちも募集しています。気軽に練習を見に来て下さい。

議会だよりでは町のがんばり屋さんを募集しています。自薦他薦は問いません。
※下記の議会事務局まで
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た
。

●
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●
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上
村
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議
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